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町学習未来塾において、東彼杵商工会を中心に企業体験活動など様々な活動を行っている。また、ＩＣＴを活用し、地域の方との学
びの成果を各学校でプレゼン発表している。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

●毎月１回定期的に「ＣＳ推進協議会」を開催しているので、情報等の共有が深まり、事務局のリーダーシップが発揮されている。●匠
の技を持っている地域住民との交流や体験学習の増加等により、子供が「夢・憧れ・志」をもつとともに、学力向上にもつながっている。
特に、卒業した先輩高校生との交流や伝統芸能体験学習等は、ふるさと教育を推進する上でも意義深い。また，活動している高齢者
の方々が「やりがい、生きがい、おりがい」を感じている。●大人同士の交流が広がるとともに、地区が一つにまとまり東彼杵町民が相互
に仲良くなっていると感じている人が多い。●我が子が地域で見守られ、安全に登下校できているという安心感が高まった。●学校行
事や授業等の支援により教師側の負担がかなり軽減し、地域住民との交流も深まっている。

● その他

①ＣＳディレクターは地域代表、ＣＳ担当事務局長は学校事務職員が担当し、全町的な観点から各学校・地域コーディネーターの相
談役として活動の補助・助言を行っている。　②各学校の学校運営協議会会長とＣＳディレクターやＣＳ担当事務局長及び事務局職
員で毎月１回定期的に研修会、情報交換会を開催し、町全体として情報の共有化や共同歩調を図るように努めている。　③学校運
営協議会委員と地域学校協働推進委員が、４月と２月に一堂に会し「学校運営連絡協議会」を行い、各学校の年間計画や教育目標
等の共有化を図っている。　④各学校では、学校運営協議会を年間６回から１０回程開催し、定期的に「ＣＳだより」を発行している。
⑤「一人一匠マップ」（人材マップ）をつくり、地域人材の共有・活用を図ることで様々な活動を展開できるようにしている。

参考URL kyoui-gatukyou@town.higashisonogi.lg.jp

●連絡先 東彼杵町教育委員会　教育長 0957-46-1353
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　平成２８年１１月１１日、東彼杵町の４校に「学校運営協議会」が発足し、コミュニティ・スクール（以下ＣＳ）がスタートした。少子高
齢化やグローバル社会の進展等に伴い、学校だけで子供を教育する時代は終わった。子供は、学校で学び、地域で磨かれ、家庭
で育つのである。本町は、人口８，０００人余と小さな町ながらも「助け合い、励まし合い、支え合うことのできる『一流の田舎』」をめ
ざし、継続的に安定的に地域社会総がかりで子供を育成する体制を構築することとした。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】
①登下校及び校外活動時の見守り活動　②書写・料理・野菜栽培等授業サポート活動  ③入学式、卒業式、運動会、学習発表会、
茶摘み等学校行事の支援  ④校内除草作業、遊具等の修理等環境整備・営繕活動  ⑤人形浄瑠璃や、坂本浮立等伝統芸能の継
承・啓発等ふるさと活性化活動   ⑥毎月第３日曜日の「ノー部活デー」を利用した「ようこそ先輩学習教室」や「理科おもしろ実験教
室」「インターナショナルデー」「カヌー体験教室」「映画鑑賞会」等の町学習教室「未来塾」活動  ⑦「昔の遊び体験」等祖父母の会と
の交流活動  ⑧部活動支援活動

【実施に当たっての工夫】
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みんなで育む東彼杵っ子
ーふるさとを元気にする地域学校協働活動の実践ー

長崎県東彼杵町

●活動名 ●関係する学校名

コミュニティ・スクール「東彼杵っ子応援隊」
東彼杵町立千綿小学校
東彼杵町立彼杵小学校
東彼杵町立東彼杵中学校
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29 学級
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学校支援活動

こんな

活動です


